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序論
現在，あらゆるスポーツは日々進化している。
テニスも例外なく日々進化している。
ラケットなどの用具の進歩や科学的トレーニ
ングの導入などにより，スピード・パワーは格
段にレベルアップされている。
当然ながらテニス指導論も大きく進化してき
ているのも事実であるが，未だに以前（20年～
30年前）の指導をしている場合を多く見かけ困
惑する次第である。
では以前とどこが違うのか？単なるテニス指
導論だけではなく，それに関連する指導の在り
方は？（心構えは？），テニスを取り巻く環境
（経営形態）の変化や世界との考え方の違いな
どを加えて述べることとする。
《論　文》
テニス指導論序説
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Takatoshi KUBO
キーワード：テニス
Key Words: tennis
要旨
第一章　テニス指導論Ⅰ
　従来のテニス指導論から現在の指導論への変化（進化）を論じたものである。
第二章　テニス指導の心構え
　テニス指導者に必要な考え方や覚えておかなければならないことについて論じたものである。
第三章　日本と世界の選手指導の違い
 　日本の指導者の選手指導は正しいのか？を世界と日本のトップ選手の試合のデーターを基に検
証してみた。
第四章　日本のテニススクール業界
　現在，日本のテニススクール業界はどのようになっているのか？を論じたものである。
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第一章
テニス指導論Ⅰ
Ⅰ　はじめに
私の過去30年以上の指導経験から得たことは
「シンプル・イズ・ベスト」であり，本論は以
前の指導論に対して「この指導論が本当に正し
いのか？」の疑問から出発したものである。
現在でも多くの指導者が「十分に膝を曲げ
て！」「しっかり体重をかけて！」とかアドバ
イスしているのをよく耳にします。果たしてそ
れらは本当に正しいのでしょうか？
テニススクールなどで初心者～中級者の生徒
さんが，体を使い過ぎてバランスを崩しながら
打っているのをよく見かけます。
世界のトップ選手達をよく観察すると，それ
ほど膝も曲がっていないし体重もしっかりか
かっているようには見えません。
ではどのようにトップ選手達はいとも簡単に
あんなに速いボールを打っているのでしょう？
結論から言うと以前の指導論では「体重移動
と一つの弱い回転」を重視しているのに対し，
現在の指導論では「二つの強い回転」を重視し
ているからである。
その「二つの強い回転」を生むには，体重移
動も膝の屈伸もさほど必要としていないのであ
る。
故にボールを打つ時に殆ど体のバランス（体
幹）がしっかりし，無駄な動作もないのでいと
も簡単に速いボールが打てるのである。
フォアハンドストロークを一つの例としても，
以前の指導論は右利きのプレーヤーならネット
に対し左肩が前になるように両肩と両足が直角
になるように立ち，右足～左足の体重移動をし
ながら右肩が前に出るように多少の回転をしな
がら打つよう指導してきた。
現在の指導論では右利きのプレーヤーなら
ネットに対しやはり左肩が前になるように両肩
を直角になるようにするが，両足はネットと平
行になるように立ち両肩と両足が十字（クロ
ス）になるようにひねるのである。これがオー
プンスタンスを用いた打ち方である。
そこからヘリコプターのような体の回転（横
回転）と右肩を中心とする水車のような回転
（縦回転）とをミックスさせて打つのである。
その結果，コース打ち重視のフラット（ボー
ルにあまり回転をかけない）打ち方から，スピ
ン（順回転）を強くかけ攻撃的なパワーのある
打ち方のストロークに進歩しているのである。
その他にラケットやガットの進化も，現在の
スピード・パワーの進化に欠かすことが出来な
い要因である。
Ⅱ　ストロークの基本的理論と打ち方
⑴　基本的理論
① 　頭の位置，すなわち目の位置（アイ・ポイ
ント）が上下左右に動かないほうが望ましい。
これは体幹をほぼ真っすぐにする意味でもあ
る。
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② 　膝は必要以上に曲げる必要はない。すなわ
ちごく普通に歩く程度で十分である。
③ 　体重移動ではなく出来るだけ大きな横運動
と素早い縦運動をミックスさせる。
④ 　右利きなら右足を軸に，左利きなら左足を
軸に体を回転させる。すなわちフォアハンド
ストロークはオープンスタンスを用いるのを
基本とする。
⑤ 　出来るだけ高い打点で打つ。（肩～腰の範
囲で）
　 　出来るだけ打点を高くし，肩～腰の高さで
打つことが望ましい。
 　理由の一つは遠心力が最も生じるのは肩の
高さであり，腰の高さと言うのは普段の日常
生活の中で最も使う頻度が高い（例えば玄関
のノブ，襖や障子の取っ手など）ので感覚が
掴み易いのである。
 　ただし，膝の高さは遠心力もなければ普段
の日常生活で殆ど使わない高さなので避ける
べきである。
特に以前の指導論と現在の指導論との相違点
のある， 1 ストローク， 2 ボレー， 3 サーブの三
つのショットに関して下記に述べることとする。
⑵　フォアハンドストローク
フォアハンドストロークは最も簡単そうに見
えるが，実は最も難しいショットである。
オープンスタンスを用いれば攻撃的でパワー
のあるボールが打て，コートカバーリングにも
優れるため世界のトッププレーヤー達は勿論の
ことトップを目指すジュニアプレーヤー達も多
く用いられているが，日本のテニススクールで
は殆ど指導されていない。
以前の指導論と大きく異なる点は体幹を軸と
する大きな回転と肩を中心とする回転とを最大
限に取り入れていることである。
⑶　フォアハンドストロークの打ち方（右利き
の場合）
① 　両足をほぼネットと平行になるように立
つ。
② 　両肩がネットに対し90～110度になるよ
うに上半身をひねりながらテイクバックす
る。
③ 　この時に右肩を中心に水車のようにラ
ケットを上方にあげながらテイクバックを
する。
④ 　テイクバックの終了時のグリップの高さ
は肩の高さに合わせラケットを立てる。
⑤ 　自分が打とうとする高さに合わせラケッ
トを横にする。（縦から横への変化）
⑥ 　右利きなら右足のほぼ真上に頭がのるよ
うに立ち，右足中心の軸を作る。
⑦ 　ヘリコプターの回転のように体を回し右
肩が左肩より前に出るくらいまでしっかり
大きく回す。
⑧　基本的には打点は左足の位置である。
⑨ 　この時に出来るだけ右肘を体から離しな
がら体を回転させる。（ただし右肘は伸ば
しきらない）
⑩ 　基本的には最初から最後まで両手の掌の
高さはいつも同じ高さにする。
⑷　バックハンドストローク
以前のバックハンドストロークはただ丁寧に
打ち返すことが主流であったが，現在ではダブ
ルハンドから強烈なボールを打ち込みフォアハ
ンドストロークより得意とする選手（プレー
表 1　主なプログラム内容
内容 時間 概要
基調講演 80分 我が国に求められる救急救命と生命倫理
救命実技 130分 ・胸骨圧迫（小児と成人）
・人工呼吸（小児と成人）
・一連の心肺蘇生法（小児と成人）
・AEDの使い方（小児と成人）
・総合シミュレーション
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ヤー）も多い。
このバックハンドストロークには利き腕だけ
で打つシングルハンドと両手を使ってダブルハ
ンドがり，近年では男女共にダブルハンドが主
流になっている。
⑸　ダブルハンドの打ち方（右利きの場合）
① 　両足をほぼネットと直角になるように立
つ。
② 　左肩を中心に水車のようにラケットを上
方にあげながらテイクバックする。
③ 　テイクバックの終了時のグリップの高さ
は肩の高さに合わせラケットを立てる。
④ 　自分が打とうとする高さに合わせラケッ
トを横にする。（縦から横への変化）
⑤ 　右利きなら右足のほぼ真上に頭がのるよ
うに立ち，右足中心の軸を作る。
⑥ 　ヘリコプターの回転のように体を回し左
肩が右肩より前に出るくらいまでしっかり
大きく回す。
⑦　基本的には打点は右足の位置である。
⑧ 　この時に右肘を体から少し離しながら体
を回転させる。（ただし両肘は伸ばしきら
ない）
⑨ 　基本的には最初から最後まで両手の肘の
高さはいつも同じ高さにする
基本的には左利きのフォアハンドストローク
に右手を添えて打つようになる。
⑹　シングルハンドの打ち方（右利きの場合）
① 　両足をほぼネットと直角になるように立
つ。
② 　左肩を中心に水車のようにラケットを上
方にあげながらテイクバックする。
③ 　次に右肩が体の中心（両足の中間）に合
うように上半身をひねりながらテイクバッ
クする。
④ 　テイクバックの終了時のグリップの高さ
は肩の高さに合わせラケットを立てる。
⑤ 　自分が打とうとする高さに合わせラケッ
トを横にする。（縦から横への変化）
⑥ 　右利きなら右足のほぼ真上に頭がのるよ
うに立ち，右足中心の軸を作る。
⑦ 　ヘリコプターの回転のように体を回し両
肩と両足が同位置になるように，ひねられ
た上半身を戻しながら打つ。
⑧ 　基本的には打点は右足のやや前方（右足
から自分の肩幅の半分くらい前）の位置で
ある。
　 　すでに利き腕の方がネットに向かって前
にあるのでこれ以上正面を向かない。
シングルハンドで最も重要なことはテイク
バックを大きくすることである。
このショットが苦手のプレーヤーはこのテイ
クバックが十分に出来ていない場合が殆どであ
る。
Ⅲ　ボレーの基本的理論と打ち方
⑴　基本的理論
ボレーに関しても以前の指導論と異なる点
がいくつかある。
まず第一に以前の指導論では「踏み込む足に
しっかり体重をかけて打つ」，第二に「踏み込
んだ足より前で打つ」の二点である。
果たしてそうでしょうか？
ボレー時に足を踏み込むのは，あくまで自分
のボレーの打点に自分の体を移動させるためで
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あり，決して体重移動が重要なことではない。
実際にボレーボレーで足を踏み込まなくて返
球することは出来るし，試合中に足を踏み込ま
なくても或いは踏み込む足を間違えてもちゃん
と返球が出来ているのである。
すなわち体重をかける必要はないのである。
次にボレーの打点であるが，ボレーもスト
ロークと同様に基本的には「横」の動きである。
故に同じ「横」の動きなので打点そのものも同
じであり，あえてボレーとストロークの打点を
変える必要はないのである。
上記のことから以前の「置きに行くボレー」
から現在では「パワーボレー」に変化してきた。
その代表と言えるのは最近多く見られる「ド
ライブボレー」である。
⑵　フォアボレーの打ち方
①　ネットに対し正面を向くように立つ。
② 　ネットに対し両肩がほぼ90度になるよう
に上半身をひねりながら，グリップを右肩
の前の高さになるように合わせる。
③ 　左足を右足の前方に踏み込みながら，ラ
ケットを右肩から左肩に向けてほぼ平行移
動させる。
④　踏み込んだ左足の位置でボールを打つ。
⑶　ダブルハンドのバックボレーの打ち方
①　ネットに対し正面を向くように立つ。
② 　ネットに対し両肩がほぼ90度になるよう
に上半身をひねりながら，グリップを左肩
の前の高さになるように合わせる。
③ 　右足を左足の前方に踏み込みながら，ラ
ケットを左肩から右肩に向けてほぼ平行移
動させる。
④　踏み込んだ右足の位置でボールを打つ。
⑷　シングルハンドのバックボレーの打ち方
①　ネットに対し正面を向くように立つ。
② 　ネットに対し両肩がほぼ90度になるよう
に上半身をひねりながらグリップを肩の高
さに合わせる。この時グリップがほぼ両肩
の真ん中になるようにする。
③ 　右足を左足の前方に踏み込みながら，ラ
ケットを体の中心から右肩やや前方に平行
移動させる。
④ 　踏み込んだ右足やや前方（シングルの
バックハンドストロークと同じ打点）で打
つ。
⑸　ボレーの注意点
①　必要以上に体重をかけない。
②　基本的にストロークと同じ打点で打つ。
③　両肘は体から離して打つ。
④　両肘が下がることはない。
⑤ 　相手ボールのスピードに応じてテイク
バックの大きさを変える。
⑥ 　ボレーを打つ高さによって打点が異なる
（高いボールのボレーの打点は通常の打点
よりやや後方になる）
Ⅳ　サーブの基本的理論と打ち方
⑴．基本的理論
現在のサーブは以前のサーブとは比較になら
ないほど進化し，世界のトッププレーヤーの男
子選手は時速200～250キロ，女子選手でも時速
200キロ以上を打つようになってきた。
サーブのスピードに関してはラケット・ガッ
トの進歩も当然あるが，体の使い方も変わって
スポーツ紀要5号久保（校了）.indd   65 2012/03/01   14:05:26
66
きている。
一言で言うなら以前と比較し「ダイナミッ
ク」である。
現在の指導論では，以前の指導論ではあまり
指導されていなかった左手及び右足の動きと右
腰の開き方（右利きの場合）を指導しサーブの
レベルを数段引き上げている。
特に注目すべきは，左手及び右足のキックで
あるが，この動きをするには右腰がすぐに
前に出るとこの両キックがうまく出来ないの
である。
勿論サーブに於いても腰の回転は必要不可決
であるが，下記の⑤の状態から⑦のインパクト
までの間は腰の回転を必要とするが，インパク
ト後は必要ないのである。
更に体の動かし方も数段速くなり，速いが故
にフォームも崩れにくくなった。
これらのことにより以前より体を大きくしか
も速く動かすようになり，その結果スピードも
速くなり安定性も高くなった
⑵　サーブの打ち方（右利きの場合）
①　体重を左足から右足に移す。
② 　体重を左足に移しながら両膝を曲げ，同
時に両手を円を描くように高く上げる。
③ 　②と当時に左手でトスアップし，右肘を
曲げラケットが立つように引き寄せる。
④ 　③の時に左肩が上，右肩が下になるよう
に両肩の高低差を作る。
⑤ 　更に膝を曲げ，ラケットを背中側に落と
す。この時に両肩と両足が十字（クロス）
になるように腰をひねる。
⑥ 　両膝を伸ばす（ジャンプ）と同時に右肩
を高く上げながらラケットを下から上に引
き上げる。
⑦ 　高い打点で，しかもラケット面をやや下
向きにして打つ。
⑧ 　⑦の時右腰が前に出ないようにする。
（ほぼ横向きの状態で打つ）
⑨　ラケットを体の左側に振り向く。
⑩ 　⑨と同時に左手及び右足を大きくキック
（跳ねる）する。
⑪ 　打ち終わりは左足一本で立てるようにバ
ランスをとる。
注 　初心者～上級者の段階的指導法及び年齢別
指導法，或いは各ショットの指導法は次回の
論文（テニス指導論Ⅱ）に書くものとする。
第二章
テニス指導の心構え
⑴　はじめに
テニス指導者，とりわけ指導者と言うものは
一般的にコーチ又はインストラクターと呼ばれ
ている。
ではコーチ又はインストラクターとは何か？
持論ではあるが，コーチ又はインストラク
ターとはそのスポーツに携わる全ての人々のた
めのヘルパーである。
競技としてのテニス，レクレーション的なテ
ニス，学校教育（部活）でのテニス等様々な目
的のテニスプレーヤーのためのヘルパーであり，
それ以上でもそれ以下でもなく，まさに黒子的
存在である。
選手が優秀な成績を上げたり，一般の人や
ジュニアがテニスの技術を習得したりするため
のヘルパーである。
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⑵　テニス指導者として
テニス指導者には数多くのテニス理論の習得
が必要であるのは勿論のこと，幅広い知識と豊
富な経験等が絶対不可欠であり，指導中の良好
なコミュニケーション術もまた必要不可欠であ
る。
おそらく一人前のテニス指導者になるには最
低20年（レッスン数で数えれば24,000回）はか
かると思われる。
最近，テニス指導者の多くに見られるのは，
「教えることは出来ても矯正することが出来な
い」と言う指導者があまりにも多くなってきて
いる。
たった一言のアドバイスで格段に上達する場
合があるが，そのたった一言のアドバイスが出
来るようになるには相当な年月を必要とするの
である。
テニス指導者と言うのは最短時間で一人一人
その人に合った技術を教え，最短時間で一人一
人その人に合った矯正出来る能力がなければ本
当のテニス指導者とは言えないのである。
例えば10名の生徒さんがいれば10通りの指導
が出来なくてはならない。
なぜならば，その10名の生徒さん達は年齢，
性別，骨格，筋力，運動神経，過去の体験した
スポーツ，生活環境等全てが異なるからである。
故に 1 つや 2 つのパターン的な指導をしても
上達は期待出来ない。
テニス指導者はテニスの各ショットを教える
技術も重要な要素ではあるが，矯正する技術は
更に重要であることと再認識すべきである。
自論ではあるが，テニスの指導と言うのは一
割がテニスの打ち方を指導し，残りの九割は矯
正（適切なアドバイス）である。
更にテニス指導者は，初心者～トーナメント
クラス或いはキッズ～シニアまで幅広い分野に
於いて指導が出来なければならない。
ジュニア専門或いは一般専門の指導者も存在
するが視野が狭くなる傾向があるのは事実であ
る。
⑶　優れたテニス指導者になるには
車やテレビ或いは衣類や食料品など目に見え
るものを提供しているのではなく，テニス指導
者は「技術」と言う目に見えないものを提供し
ているのである。
優れた指導者になるには常に生徒さんに合っ
た技術提供を学び研究し続けなければならない。
生徒さんが上達し喜んでくれるなら更に良い
指導（技術提供）を学び研究すれば更に生徒さ
んが更に上達し喜んでくれる。この繰り返しの
連続を積み重ねることが重要なのである。
結果的に見れば生徒さんに教育されて成長す
るのである。自分が成長したいなら常により良
い「技術」を提供し続けることが重要となる。
言い方を変えれば，生徒さんにこれだけ教育
されたからこれだけ成長出来たと自覚しなけれ
ばならない。
故に，幅広い年代（キッズ～シニア）或いは
初心者からトーナメントプレーヤーに至るまで
数多くの指導を重ね，豊富な経験からその人に
合った指導を提供しなければならない。
最後に，どのようなスポーツに於いても「ベ
スト」と言う指導はない。しかし「ベター」は
必ず存在する。決して自分の指導を押しつける
のではなく，その人に合った「ベターな指導」
を提供するよう努力しなければならない。
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⑷　覚えておきたい 5 つのワークと指導順序
①　 5 つのワーク
テニスプレーヤーにとって必要不可欠な 5 つ
の要素があり，指導者は全て覚えておく必要が
ある。
1 ．アイ・ワーク
　 　長くしかも正確にボールを見る力であり
動体視力の問題でもある。更に瞬間的に相
手のポジションを確認することが出来るか
である
2 ．フット・ワーク
　 　相手に打たれたボールに対し，無駄なく
速やかに追いつく能力，或いは自分のヒッ
ティングポイントでリズム良くしっかり打
てるように動き続けることが出来るかであ
る。
3 ．ボディ・ワーク
　 　ボールを打つ時の体の使い方（上半身と
下半身や左右のバランス）が正しく出来て
いるかである。
4 ．ラケット・ワーク
　 　自分が打とうとするボールのスピード，
回転，コース，高さ等に合ったラケットの
使い方が出来ているかである。
5 ．ヘッド・ワーク
　 　試合前に相手に対する作戦を立てること
或いは不利な試合中に作戦を変更する臨機
応変な考えを持つこと。
②　初心者を指導する時の 5 つの順序
どんなスポーツでもその習得には必ずと言っ
て順序がある。なぜならばその順序を間違える
と上達も遅くなり怪我をする可能性も高くなる
からである。
テニス初心者に指導する場合は下記の順序に
なる。
1 ．長さを覚える。
　 　どの位の力でボールを打てば確実に相手
コートにボールが入るのか？を覚える。
2 ．左右のコースの打ち分けを覚える。
　 　長さを覚えたら，意識的にボールを左右
に打ち分けすることを覚える。
3 ．高さの変化を覚える。
　 　次にネットを超える時のボールの高さを
意識的に高く或いは低く通過させることを
覚える。
4 ．回転をかけることを覚える。
　 　意識的にボールに回転（順回転・逆回
転）をかけることを覚える。
5 ．スピードの変化を覚える。
　 　最後に意識的にスピードを加えたり或い
は減速させたりすることを覚える。
特に注意しなければならないのは， 5 である。
とかく初心者はスピードを加えやすくなり殆ど
がホームランになる傾向がある。
次に注意しなければならないのは， 4 である。
回転をかける正しい打ち方が習得出来ないにも
かかわらず無理に行おうとする場合がある。
上記の 5 も 4 も初心者が習得の順序を間違え
ると，障害（テニスエルボー等）を引き起こす
場合があるので十分に注意をする必要がある。
第三章
日本と世界の選手指導の違い
⑴　はじめに
ここでは選手に対しての指導の違いについて
である。
日本の殆どの指導者が選手に対し「深いボー
ルを打ちなさい」と指導している。果たしてそ
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れが正しいのか？確かに深いボールを打てば相
手から攻撃を受けなくてすむかもしれない。故
に相手コートに深いボールをコンスタントに打
つ練習をしている。
しかし「深いボールを打つ」と言うことはか
なりのリスクを負うわけで，少しでもそのリス
クを軽減するために練習をしているが，ちょっ
としたことですぐにアウトになりやすいのであ
る。
果たして世界のトップ選手は日本の指導者の
多くが指導している「深いボールを打っている
のか？」を検証する。
⑵　検証方法
この「深いボール」（77頁，記号の説明，
コート図Ａ）を世界のトップ選手達が試合中に
どの位の％で打っているのか？検証してみた。
資料作成のため検証した試合は下記の 5 試合
である。
2011年ウインブルドン男子単準決勝 2 試合
ナダル選手ｖｓマレー選手
ジョコビッチ選手ｖｓツオンガ選手
2011年ウインブルドン男子単決勝 1 試合
ジョコビッチ選手ｖｓナダル選手
2011年セキショウ国際女子オープンテニス
トーナメント女子単予選 1 回戦
小澤槇穂選手ｖｓ久松志保選手
2011年セキショウ国際女子オープンテニス
トーナメント女子単予選 2 回戦
小澤槇穂選手ｖｓ田中真梨選手
以上 5 試合を検証してみた。
ジョコビッチ選手（世界 1 位）
ナダル選手（世界 2 位）
マレー選手（世界 4 位）
ツオンガ選手（世界 6 位）
上記は2011年11月28日現在の世界ランキング。
田中真梨選手（日本26位）
小澤槇穂選手（日本30位）
久松志保選手（日本56位）
上記は2011年10月31日現在の日本ランキング。
注 　ウインブルドン男子単準決勝及び決勝はＮ
ＨＫの都合により部分的に試合が放映されて
おらず，この資料は放映時間内に基づくもの
である。
⑶　検証結果
試合資料は77頁～110頁を参照。
この資料の結果として「深いボール」（77頁，
記号の説明，コート図A）を打った％は，全体
の何％なのか？は下記の通りである。
ツオンガ選手　対ジョコビッチ戦　7.7％
マレー選手　対ナダル戦　13.5％
ナダル選手　対マレー戦　5.7％
　　　　　　対ジョコビッチ戦　10.2％
ジョコビッチ選手
　　　　　　対ツオンガ戦　6.8％
　　　　　　対ナダル戦　10.8％
小澤槇穂選手　対久松志保選手　12.6％
　　　　　　　対田中真梨選手　9.7％
久松志保選手　対小澤槇穂選手　12.6％
田中真梨選手　対小澤槇穂選手　15.7％
以上の通りである。
結果として「深いボール」（77頁，記号の説
明，コート図Ａ）に入った確率は男子選手は
10％前後，女子選手は12％前後になった。
想像よりはるかに低い％である。殆どの指導
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者又はテニスプレーヤーは逆の％と想像してい
るかもしれない。コート図のＢ・Ｃに集中して
おり頻繁にAに打ってはいないのである。　
⑷　結論
日本の指導者はプレーヤーをほぼベースライ
ンに立たせ相手コートのベースラインを目標に
打つ練習をするが，世界のトップ選手達はベー
スラインから 1 ～ 4 メートル後方から相手コー
トのサービスラインとベースラインの中間あた
りを目標に強打している。
多少の誤差が生じても目標が深くないので思
い切り強打しても殆どミスもしないのである。
結果は明らかである。世界的プレーヤーほど
リスクのある攻撃を避けセイフティーな攻撃を
しているのである。
日本の指導者もまずプレーヤーの立つポジ
ションから変え，連続的なセイフティーな攻撃
を指導すべきである。
更に世界のトッププレーヤーはサイドに角度
のあるボールを多く打っている。
これを可能にするには，今より高い打点で上
から打ちこむことを取り入れるべきである。
⑸　世界的プレーヤーを生むには
これだけ日本でテニスが盛んではあるが，過
去にも現在にも世界的なテニスプレーヤーは殆
ど出ていない。
男子選手の松岡修三選手や錦織圭選手はアメ
リカ合衆国にて練習やトレーニングを重ね世界
に挑戦しているのである。
何故アメリカ合衆国にまで行かなければなら
ないのか？
テニスの練習に適した気候，多くのテニス
キャンプ，多くの実績のあるコーチ，世界中の
強豪プレーヤーとの練習等があげられ，とりわ
け世界中の強豪プレーヤーとの練習は大きく成
長するために必要不可欠となる。
ただし，年間約1,000万円以上経費が必要と
なり，資産家かスポンサーのサポートが必要で
誰でも行けるわけでもなく，ごく限られた優れ
た選手しか実現していないのである。
以前私が経験したことであるが，オーストラ
リアオープンの予選決勝まで勝ち上がった選
手（男子）と約 1 年間練習した時，こんなにも
ボールが違うのかと驚嘆した次第であった。彼
が打つボールの質（スピード，回転，正確性，
ボールの伸び等）がこれまで経験した日本の
トップ選手とは全く異次元のものであった。
最近アジアから優秀な選手が現れ，特に中国，
台湾，韓国から世界のトップを狙えるように
なってきた。
2011年の全仏オープン大会では女子シング
ルスで中国の選手がアジア人として初優勝し，
2010年のウインブルドン大会では男子シングル
スで台湾の男子選手がベスト 8 に入った。
毎年，茨城県つくば市で開催される「セキ
ショウ国際女子オープンテニストーナメント」
に日本ランキングの上位の選手が出場している
が，その殆どが世界的には無名の中国・台湾・
韓国などの選手達に勝てないのである。
私の見解では，技術的には勝っているがフィ
ジカル面・メンタル面で負けていると思われる。
特に外国選手の速くパワフルなボールに対応出
来ていない。
少なくともフィジカル面に関しては様々なト
レーニングしていけば可能性はある。
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数名の女子選手が世界に通じるようになって
きているが，男子選手では錦織圭選手だけであ
る。
今後，もし可能ならアジア諸国（日本，中国，
台湾，韓国）でチームを設立し世界のトップを
狙うようになれば，日本からも多くの世界的プ
レーヤーが出てくる可能性も高くなると思われ
る。
第四章
日本のテニススクール業界
Ⅰ　はじめに
70年代の石油ショックにより企業の遊休地が
増加し，その遊休地をスポーツ産業施設として
活用するようになり，同時に所得水準も上昇し
テニスブームを生むきっかけとなった。
80年代に大きなテニスブームとなりその後伸
び悩んだが，近年ではテニスを楽しむ高齢者層
が増え健康ブームの追い風もありスポーツ産業
全体の中では健闘している。
テニスの施設は会員制テニスクラブ，テニス
スクール，公営コートなどがあげられる。
本論はその中のテニススクールについて述べ
るものである。
現在，日本において民間が運営しているテニ
ススクールはインドア・アウトドアの二つ
の形態があり，大企業及び中小企業或いは個
人経営と様々である。
しかしながらその中の形態及び実態と言うも
のに関して殆ど知られていないのが実情である。
本論は上記の実態と今後のそれぞれのテニス
スクール業界の課題を考察してみたものである。
Ⅱ　現在のテニススクール
⑴　テニススクール業界の二分化
二分化とは，近年の都市型インドアのテニス
スクールの台頭と従来からのアウトドアのテニ
ススクールとの相違が徐々に拡大し，同業種で
ありながらお互い異なる面が多々存在するよう
になりテニススクール業界を二分化するように
なった。
①　都市型インドアテニススクールとは
都市型インドアテニススクールはここ10年～
15年の間急速に成長してきた。
この急成長の大きな要因は，従来の「テニス
教室」から「サービス業としての事業の確立」
であろう。より良いサービスの提供や環境を整
えテニスと言うスポーツを完全にサービス業と
して事業展開してきた結果である。
②　アウトドア型テニススクールとは
もう一つのアウトドア型テニススクールは従
来から日本全国に多く存在する。
特に70年代～80年代のテニスブームに多くの
アウトドア型テニススクールが設立させた。
テニスを「競技」として捉える場合が多く
「技術」を売り物にしているが，勿論楽しむテ
ニスも存在する。
最近では不況もあり縮小或いは閉鎖するス
クールも多々見られるようになってきた。
⑵　テニススクールの形態
① 　都市型インドアテニススクールの形態現在，
日本国内で発展しつつあるこの都市型インド
アテニススクールも大きく分けて 2 つのタイ
プがある。
1 つは大型チェーンタイプである。これは東
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京，大阪，名古屋と言った大都市やその隣接す
る県に見られ，複数～10以上のインドアテニス
スクールを新規に展開している大企業グループ
である。
もう 1 つは，アウトドア型テニススクールか
らの転向のタイプである。これは大企業グルー
プと異なり個人経営のタイプである。都市開
発や土地の相続税問題などの理由により，所
有する土地が減少したために転向する場合が多
く，アウトドア型テニススクールで 6 ～ 8 面で
スクール展開していた土地を 3 ～ 4 面のインド
ア型テニススクールに転向し展開している。
結果的に見れば 2 つのタイプがあるが，ス
クール展開の内容はどちらとも似たようなシス
テムで運営されている。
最後にこの都市型インドアテニススクールに
も 1 つだけ衰退している形態がある。
それは約30～40年前に日本で初期のインドア
テニススクールを展開していたところであり，
それは約40年前のボーリングブームの跡地の再
利用であった。当然ながら現在の体育館タイプ
と異なり天井も低く老朽化も激しく閉鎖が続い
ている。
②　アウトドア型テニススクールの形態
この形態は日本中の市町村に存在する。
代々受け継がれてきた昔ながらのテニスス
クールである。
都心部にも存在するが，地方に多く見られ日
本のテニス界に大きな功績を残してきた。
会員制テニスクラブと併用しながらスクール
を営んでいる場合と，スクール専用とに分かれ
ている。
以前はクレーコート（土）が主流であったが，
最近は砂入り人工芝とハードコートが主流であ
る。
⑶　テニススクール概要
①　都市型インドアテニススクールの概要
この都市型インドアテニススクールは本格的
な体育館のような施設に冷暖房設備を備え， 3
～ 4 面のカーペットコートを使用し各コートは
カーテンネットで仕切られ，各コートごとに防
護ネット，サブネット等を備える。
コート 1 面あたりの生徒数も12名前後（ジュ
ニアは14名前後）で，営業時間も 8 時～23時30
分過ぎまでと長時間稼働している。
スクール受講料も月額12,000円前後（ジュニ
アは8,000円前後）が殆どである。
この都市型インドアテニススクールは， 1 面
あたり600～700名前後（月間）の生徒数を有し
ており，コーチ数もチーフコーチ，アシスタン
トコーチ，研修生で常時40～50名ほど所属し，
フロント業務の従業員もやはり40～50名ほど所
属しスクール運営をしている。
この都市型インドアテニススクールは，平均
2,000名前後（月間）のスクール生徒数を有し
ている。
問題はこの2,000名前後のスクール生の定着
率（継続率）である。
このタイプは継続率が 1 ％でも上下すればか
なり売上に影響するのである。
仮に2,000名のスクールの継続率が95％だと
すれば100名ほどのスクール生が退会し，90％
だと200名が退会するのである。
当然ながら経営側は様々な対策を施行し継続
率を高める努力をしている。
毎日繰り返される指導の充実度を高めるため
のコーチ研修会，サービス業としての研修や教
育，毎月施行するイベントやキャンペーン等が
あげられる。
入会時や継続期間によるサービスなど様々な
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特典を数多く取り揃え，イベントも四季おりお
り開催し生徒の確保に多額の投資をしている。
チラシやキャンペーン等により退会したス
クール生の人数を上回る入会者数を確保しなが
ら展開をしているが，近隣の同じ都市型インド
アテニススクールとの競合が厳しくなっている
のも事実である。
基本的にこの都市型インドアテニススクール
はディズニーランドの経営方針を多く取り入れ，
「お客様に楽しんでもらう」と言うサービスの
展開である。
従って，一般もジュニアも優秀な選手を厳し
く育成するようなことは殆ど出来ないのが現状
である。
一方，この都市型インドアテニススクールは
生徒数も多いので安全管理は徹底されており，
テニス保険は勿論のこと消防署を招いて救急処
置等の研修など安全管理の研修も多く実施され
ている。
②　アウトドア型テニススクール概要
もう一方のアウトドア型テニススクールは従
来から長く日本全国に存在する。
しかし，このタイプのテニススクール年々減
少の一途を歩んでいる。
減少には様々な要因があるが殆どがスクール
の経営維持が困難な場合が多い。
前記の都市型テニススクールの進出による売
上減少，テニスコートの土地所有者の用地使
用目的の変更（土地をマンション等に変更等），
相続税問題による閉鎖等があげられる。
営業稼働時間も季節や天候により制約を受け，
深夜までの営業も不可能である。
年間平均にすれば約 3 割ほど天候（雨・雪・
風等）により営業が出来なくなり，夏の猛暑や
冬の厳冬により一時的な生徒の減少もあり安定
的な経営が困難になる場合が多い。
コートはオム二コート（砂入り人工芝），
ハードコート，クレーコート等を使用し，都市
型インドアテニススクールのような各コートの
仕切りカーテンネット，防護ネット，サブネッ
ト等を設備するところは多くない。
生徒数は 1 面あたり 8 名までが殆どで，ジュ
ニアは10名前後である。
スクール受講料も月額8,000円前後（ジュニ
アは5,000円前後）が殆どである。
このタイプでは1面あたり50～100名のスクー
ル性を有しているが年々減少の道を辿っている。
所属するコーチ数も 3 ～ 8 名前後で，フロン
ト従業員も 3 ～ 5 名前後である。
ここ数年，このアウトドア型テニススクール
では本格的な体育館ではないが，最新のテント
型のインドアに設備変更への展開が少しづつ進
んできている。
現在このアウトドア型テニススクールは300
名前後か，あるいは100名以下のスクール生を
有しながら運営されている。
このタイプの継続率は高いが入会者数が少な
いのである。つまり入って来る数も少ないけど
出で行く数も少ないのである。本当の意味で地
域密着型である。
生徒の定着率が高いと言うことは長く指導が
出来ることになり，強い選手（特にジュニア）
を育成する指導が多く見られる。
この地域密着型の利点を生かし自分の考え
（理論）でじっくりと長く指導するタイプの
コーチ（指導者）が多いのも特徴である
反面，生徒の出入りが少ないのでマンネリ化
が進み，コーチの勉強不足，経営的な思考や
サービス業としての意識の欠如などが見受けら
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れるのも事実である。
イベントやキャンペーン等も実施しているが
都市型インドアテニススクールはとは比較にな
らないほど少ないし工夫もされていない。
そう言った意味ではインドアテニススクール
のディズニーランド方式とはかけ離れている。
⑷　テニススクールの課題
①　都市型インドアテニススクールの課題
順調に成長を続けている都市型インドアテニ
ススクールだが，成長するが故に問題点も出て
きたのも事実である。
特に下記の 3 項目は今後必要になると思われ
る。
1 ．矯正力
この都市型インドアテニススクールのコーチ
（指導者）はボールを打つ技術・幅広く教える
技術・楽しませる技術・安全管理に関する知識
等はアウトドア型テニススクールのコーチより
数段上である場合が多い。
しかし，コーチ自身が上手くボールを打て楽
しくテニスを教えられても，本当に生徒を上達
させる技術と本当に矯正出来る技術を兼ね揃え
たコーチが少ないのも事実である。
結果として生徒さんから「楽しいけど上達し
ない」とか「出来ないところに対して具体的な
矯正がなかった」などの声を聞く場合が多い。
この部分をしっかり出来るコーチ（指導
者））が多数いれば生徒の定着率は確実に上向
きになると思われる。
2 ．コーチの健康管理
この形態で指導をするコーチは毎日 4 ～ 6 の
クラスを指導しており，当然ながら蓄積疲労も
生じてくる。
個人の体力差もあるが疲労したままでの指導
と言うのは質の低下になりかねない。
生徒数も多いので「質より量」になる可能性
もあり，スクール管理者はコーチの健康管理及
び体力管理を十分考慮しなければならない。
3 ．高齢者への対応
現時点に於いて，体に優しい設備や環境であ
るにもかかわらず高齢者のクラス（シニアクラ
ス）の設定が少ない。
今後の高齢化社会に向けて料金的，時間帯等
を検討する必要がある。
②　アウトドア型テニススクールの課題
現在，アウトドア型テニススクールの現状は
決して順調ではない場合が多い。
その原因は様々であるが，やはり施設的な要
素が大きく季節や天候に左右され不安定な経営
が多く見られる。その中で維持していくために
は下記の 5 項目が必要になると思われる。
1 ．更なるジュニア選手の育成
この分野においてはアウトドア型テニスス
クールの独壇場であることは間違いない。
ある意味，今後アウトドア型テニススクーが
生き延びる道はこのジュニア育成にかかってい
ると言っても過言ではない。
従って大げさな話，ジュニア育成のコーチは
スクールの存続をかけて指導している場合が多
く，またジュニアの成長に多くの期待を賭けて
いる。
ジュニア本人の素質・才能・センス・努力等
にもよるが，コーチの指導力に負うところが大
である。
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現在，優秀なコーチの多くは都市型インドア
テニススクールに流出し，ごく限られた熱意の
ある優秀なコーチの下で育成されているのが現
状である。
ジュニアの大会で優秀な戦歴を飾る選手の殆
どがアウトドア型テニススクール出身のジュニ
アである。
今後はアウトドア型テニススクール同士の提
携を深め交流を頻繁にジュニアのレベルアップ
を計画実行しなければならない。
世界レベルの選手を育成するのもこのアウト
ドア型テニススクールにかかっている。
2 ．他のスポーツ施設との提携（ジュニア）
これは近隣のスポーツ施設と提携することよ
り，雨天時或いは季節等よりコートでの指導が
出来ない場合に提携先でトレーニング（コン
ディショニング）をすることにより，より高い
パフォーマンスを習得出来るようにする。特に
成長期のジュニアにはスポーツ移設に所属する
スポーツトレーナーからサポートを受ける必要
がある。
3 ．スクールの特徴を出す（一般）
この一般向けの分野がアウトドア型テニスス
クールの一番の弱点であり，特に平日昼間の集
客に苦労しているスクールが多い。
それに加えて，ジュニアは指導出来るが一般
の生徒に向けての指導が得意ではないコーチが
最近増えてきたのも事実である。
ジュニアの指導と異なり一般の生徒の指導に
は幅広い知識・豊富な経験が必要不可欠であり，
生徒をエンジョイさせながら上達或いは矯正出
来るコーチが減少している。
対処として都市型インドアテニススクールの
運営（経営方針）を見学に行き，研修にも参加
する努力が必要であり，逆に都市型インドアテ
ニススクールのコーチを招いての指導を要請し
研修する必要もある。
4 ．安全管理の向上
都市型インドアテニススクールでは当り前の
ことであるが，アウトドア型テニススクールで
は保険（テニス保険）に加入していない場合が
多い。特にジュニアの選手を育成する場合には
怪我や事故も多く発生する可能性も高いはずで
ある。
安全管理に対する意識が薄く，コーチに対し
ての安全管理の研修（救急処置等）の研修を実
施していないスクールが多く見られる。
5 ．イベントの開催
都市型インドアテニススクールと比較してイ
ベント開催も圧倒的に少なく，当然ながら集客
（特に一般の入会）を図るための企画等が少な
い。
イベント開催には資金が必要不可欠ではある
が，頭を切り替えてみたらどうか…
例えばスクール内で釣り・温泉・サイクリン
グ・音楽鑑賞などのサークル仲間を作り，
そこに他（外部）からの参加者を募り入会の
動機にしたらどうか？
Ⅲ　経営形態によるテニスプレーヤーのレベル
別ピラミッド図（111頁）
（111頁，図 1 ）は，ある意味理想のテニスプ
レーヤーのレベル別ピラミッド図である。
しかし現実のテニススクール業界のレベル別
ピラミッドは，都市型インドアテニススクール
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（111頁，図 2 ）とアウトドア型テニススクール
（111頁，図 3 ）に分類される。
⑴　 都市型インドアテニススクールのレベル別
プレーヤーのピラミッド図（111頁，図 2 ）
この形態のスクールに於いては市民大会レベ
ルより上のレベルのテニスプレーヤーは殆ど在
籍していない。逆に言えばテニススクールの初
心者～上級者レベルが殆どである。
形で言えば低い台形（プリン型）である。
⑵　アウトドア型テニススクールのレベル別プ
レーヤーのピラミッド図（111頁，図 3 ）
この形態のスクールは圧倒的に生徒数が少な
いが少数集中的に練習が可能となり，都市型イ
ンドアテニススクールよりハイレベルなプレー
ヤーが多い。
極端だが形としては針のような型である。
⑶　結論
最終的にこの二つの形態を合わせると（111
頁，図 4 ）の図のようになる。
かなりの変形である。テニスを始める人口は
多いがトップに向かうにしたがい先細りが極端
である。
様々な要因（施設的，コーチの技量的）が十
分でないため或いは経済的な理由で辞めていく
場合も多く，多くは公共コートへ流出している。
（111頁，図 1 ）と比較し斜線の部分が欠落し
ている。この部分を都市型インドアテニスス
クール側もアウトドアテニススクールも補わな
ければならない。
Ⅳ　結論
都市型インドアテニススクールが今後更に各
方面の都市に進出すれば，アウトドア型テニス
スクールが今後生き延びていくには単独では無
理な場合が多く出てくると予想され，同地域内
或いは地方区域でのアウトドア型テニススクー
ル同士のチェーン化も必要になってくるのでは
ないかと思われる。
内容的には，テニスと言うスポーツをどうと
らえるか？
考え方にもよるが，まずレクレーション的に
とらえるなら都市型インドアテニススクールが
主流であり，競技的にとらえるならアウトドア
型テニススクールが主流であろう。
次にスクールの場所にもよるが，現在では
ジュニア～大学まではアウトドア型テニスス
クールが主流で，ある年代（30歳～）からは都
市型インドアテニススクールが主流と年代で分
けられるようにもなってもきている。
言い換えるなら，強い選手を望むならアウト
ドア型テニススクールで練習し，楽しむテニス
をするなら都市型インドアテニススクールであ
ろう。
両形態のスクールに於いて，今後の高齢者社
会への対応もそれぞれ検討しなくてはならない。
具体的にどう対応していくのか検討する必要が
ある。
事実，公共コートでは多くの高齢者達の姿が
見られ両形態のスクールには所属していないの
である。
この二分化している日本のテニススクール業
界で今後の展開で必要なことは，お互いのメ
リットとデメリットを理解し都市型インドアテ
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ニススクールとアウトドア型テニススクールが
業務提携し，頻繁に相互のコーチ派遣や研修な
ど実施するシステムが数多く展開すれば日本の
テニススクール業界も大きく変わって来ると思
われる。
それにはそれぞれの経営形態の異なるテニス
スクールのトップ及びコーチの理解と協力が不
可欠であるが十分に可能なことである。
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2011年　ウインブルドン　男子決勝戦
ジョコビッチ　VS　ナダル
第 1 セット
ジョコビッチ ナダル
1G S C B D D 4 1G R C C C B A 5
C C 2 D B F 3
B H 2 D A ネ 3
A B B B 4 A B D D O 5
2G R C O 2 2G S B 1
C D B O 4 D A D 3
C C B 3 B C O 3
E 1 F 1
3G S A C B G ネ 5 3G R B B B B G 5
B 1 D ネ 2
I M 2 G A 2
C G D D B 5 B G A B A O 6
B B I 3 B C D ネ 4
4G R C B B M 4 4G S C I C 3
D C M 3 B B 2
5G S A 1 5G R B C 2
G 1 D 1
C G 2 D B K 3
6G R I 1 6G S I 1
D B B C F C 6 C D C D D ネ 6
B ネ 2 H 1
C D D B B B C 7 C B C G B C K 7
7G S G 1 7G R B M 2
G 1 H 1
C A B 3 D D D D 4
B C B B C H G 7 B B B A C B C 7
9G S A A J 3 9G R A C I 3
ネ 1 B 1
10G R A C B A G 5 10G S C C B B 4
B B D B D F 6 C D C B B 5
C B C H A B 6 D D C C A ネ 6
B 1 M 1
99 103
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ジョコビッチ ナダル
A 9 9.1% 10 9.7%
B 31 31.3% 28 27.2%
C 22 22.2% 22 21.4%
D 11 11.1% 64.6% 20 19.4% 68.0%
IN E 1 1.0% 0 0.0%
F 2 2.0% 2 1.9%
G 8 8.1% 4 3.9%
H 3 3.0% 2 1.9%
I 3 3.0% 3 2.9%
J 1 1.0% 0 0.0%
計 91 91.9% 91 88.3%
K 0 0.0% 2 1.9%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 3 3.0% 2 1.9%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 2 2.0% 3 2.9%
ネ 3 3.0% 5 4.9%
計 8 8.1% 12 11.7%
合計 99 100.0% 103 100.0%
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第 2 セット
ジョコビッチ ナダル
1G S B M 2 1G R B C 2
D B B D 4 A C B A 4
F D 2 B B O 3
C D C 3 A B A M 4
C B D A 4 A B D F 4
2G R B A C G B 5 2G S B C G G K 5
F 1 リターンエース 0
B G G D G B 6 F C B C G ネ 6
E D 2 E 1
3G S C G D G C B 6 3G R H A I C C F 6
C D B 3 B B G B 4
G D B A F B F 7 C C C G G C B 7
4G R A 1 4G S O 1
A F M 3 C C 2
A F C 3 B D 2
5G S G 1 5G R C 1
B G D B 4 B C C B I 5
C 1 C 1
C F 2 C D 2
6G R B H 2 6G S A 1
C C 2 C ネ 2
A F A G D G D 7 D C G B B B ネ 7
D B H 3 B C M 3
7G S A 1 7G R B 1
75  74
ジョコビッチ ナダル
A 9 12.0% 7 9.5%
B 16 21.3% 20 27.0%
C 12 16.0% 21 28.4%
D 14 18.7% 56.0% 4 5.4% 60.8%
IN E 1 1.3% 1 1.4%
F 8 10.7% 3 4.1%
G 11 14.7% 7 9.5%
H 2 2.7% 1 1.4%
I 0 0.0% 2 2.7%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 73 97.3% 66 89.2%
K 0 0.0% 1 1.4%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 2 2.7% 2 2.7%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 0 0.0% 2 2.7%
ネ 0 0.0% 3 4.1%
計 2 2.7% 8 10.8%
合計 75 100.0% 74 100.0%
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第 3 セット
ジョコビッチ ナダル
1G Ｒ A C D 3 1G S C B K 3
H 1 リターンエース 0
D 1 F 1
2G S C D H 3 R B D A I 4
リターンエース 0 A 1
B C C M 4 D B B B 4
C ネ 2 B D 2
3G R A K 2 3G S A 1
4G S A O 2 4G R A B 2
G 1 H M 2
F D E A 4 D B B C O 5
5G R C C ネ 3 5G S B G 2
A B K 3 C B 2
6G S A G ネ 3 6G R B A F 3
B L 2 B B 2
B F I B M 5 B D H B D 5
F C B 3 G B E 3
G 1 D ネ 2
B B F B A ネ 6 A C B F B A 6
7G R C ネ 2 7G S C 1
E 1 D 1
52 52
ジョコビッチ ナダル
A 7 13.5% 7 13.5%
B 9 17.3% 19 36.5%
C 9 17.3% 5 9.6%
D 4 7.7% 42.3% 8 15.4% 61.5%
IN E 2 3.8% 1 1.9%
F 4 7.7% 3 5.8%
G 3 5.8% 2 3.8%
H 2 3.8% 2 3.8%
I 1 1.9% 1 1.9%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 41 78.8% 48 92.3%
K 2 3.8% 1 1.9%
L 1 1.9% 0 0.0%
OUT M 2 3.8% 1 1.9%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 1 1.9% 1 1.9%
ネ 5 9.6% 1 1.9%
計 11 21.2% 4 7.7%
合計 52 100.0% 52 100.0%
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第 4 セット
ジョコビッチ ナダル
1G S C G 2 1G R A C ネ 3
B G G C 4 C C A I A 5
C B C F B 5 D B C B D 5
B G 2 B C O 3
C C ネ 3 A H F 3
B 1 C B 2
3G S ネ 1 3G R F 1
B B B O 4 F B C C 4
B K 2 4G S B A 2
4G R G A B O 4 C B A 3
A ネ 2 B 1
B D 2 D ネ 2
5G S A C B F I 5 5G R B D B D C M 6
C A B K 4 D I I B 4
C M 2 C F 2
C I F B 4 B D B C ネ 5
6G R F D 2 6G S B ネ 2
C C A K 4 F C H 3
D B I 3 G H I 3
B F 2 B M 2
7G S D B 2 7G R C B M 3
8G R I G 2 8G S C M 2
C C I B A B 6 A B H H F ネ 6
A C C D D B B 7 D B B I B D K 7
9G S M 1 9G R D 1
A B 2 D D K 3
G A D B C B 6 A B B D A B ネ 7
G B C K 4 B D D F 4
I 1 B O 2
89 96
ジョコビッチ ナダル
A 9 10.1% 9 9.4%
B 25 28.1% 25 26.0%
C 18 20.2% 15 15.6%
D 7 7.9% 56.2% 15 15.6% 57.3%
IN E 0 0.0% 0 0.0%
F 5 5.6% 7 7.3%
G 8 9.0% 1 1.0%
H 0 0.0% 5 5.2%
I 6 6.7% 5 5.2%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 78 87.6% 82 85.4%
K 4 4.5% 2 2.1%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 2 2.2% 4 4.2%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 2 2.2% 2 2.1%
ネ 3 3.4% 6 6.3%
計 11 12.4% 14 14.6%
合計 89 100.0% 96 100.0%
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ジョコビッチ　VS　ナダル　総計
ジョコビッチ
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット
A 9 9.1% 9 12.0% 7 13.5%
B 31 31.3% 16 21.3% 9 17.3%
C 22 22.2% 12 16.0% 9 17.3%
D 11 11.1% 64.6% 14 18.7% 56.0% 4 7.7% 42.3%
IN E 1 1.0% 1 1.3% 2 3.8%
F 2 2.0% 8 10.7% 4 7.7%
G 8 8.1% 11 14.7% 3 5.8%
H 3 3.0% 2 2.7% 2 3.8%
I 3 3.0% 0 0.0% 1 1.9%
J 1 1.0% 0 0.0% 0 0.0%
計 91 91.9% 73 97.3% 41 78.8%
K 0 0.0% 0 0.0% 2 3.8%
L 0 0.0% 0 0.0% 1 1.9%
OUT M 3 3.0% 2 2.7% 2 3.8%
N 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
O 2 2.0% 0 0.0% 1 1.9%
ネ 3 3.0% 0 0.0% 5 9.6%
計 8 8.1% 2 2.7% 11 21.2%
合計 99 100.0% 75 100.0% 52 100.0%
第 4 セット 合計
A 9 10.1% 34 10.8%
B 25 28.1% 81 25.7%
C 18 20.2% 61 19.4%
D 7 7.9% 56.2% 36 11.4% 56.5%
IN E 0 0.0% 4 1.3%
F 5 5.6% 19 6.0%
G 8 9.0% 30 9.5%
H 0 0.0% 7 2.2%
I 6 6.7% 10 3.2%
J 0 0.0% 1 0.3%
計 78 87.6% 283 89.8%
K 4 4.5% 6 1.9%
L 0 0.0% 1 0.3%
OUT M 2 2.2% 9 2.9%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 2 2.2% 5 1.6%
ネ 3 3.4% 11 3.5%
計 11 12.4% 32 10.2%
合計 89 100.0% 315 100.0%
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ジョコビッチ　VS　ナダル　総計
ナダル
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット
A 10 9.7% 7 9.5% 7 13.5%
B 28 27.2% 20 27.0% 19 36.5%
C 22 21.4% 21 28.4% 5 9.6%
D 20 19.4% 68.0% 4 5.4% 60.8% 8 15.4% 61.5%
IN E 0 0.0% 1 1.4% 1 1.9%
F 2 1.9% 3 4.1% 3 5.8%
G 4 3.9% 7 9.5% 2 3.8%
H 2 1.9% 1 1.4% 2 3.8%
I 3 2.9% 2 2.7% 1 1.9%
J 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
計 91 88.3% 66 89.2% 48 92.3%
K 2 1.9% 1 1.4% 1 1.9%
L 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 2 1.9% 2 2.7% 1 1.9%
N 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
O 3 2.9% 2 2.7% 1 1.9%
ネ 5 4.9% 3 4.1% 1 1.9%
計 12 11.7% 8 10.8% 4 7.7%
合計 103 100.0% 74 100.0% 52 100.0%
第 4 セット 合計
A 9 9.4% 33 10.2%
B 25 26.0% 92 28.3%
C 15 15.6% 63 19.4%
D 15 15.6% 57.3% 47 14.5% 62.2%
IN E 0 0.0% 2 0.6%
F 7 7.3% 15 4.6%
G 1 1.0% 14 4.3%
H 5 5.2% 10 3.1%
I 5 5.2% 11 3.4%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 82 85.4% 287 88.3%
K 2 2.1% 6 1.8%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 4 4.2% 9 2.8%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 2 2.1% 8 2.5%
ネ 6 6.3% 15 4.6%
計 14 14.6% 38 11.7%
合計 96 100.0% 325 100.0%
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85テニス指導論序説
2011年　ウインブルドン　男子準決勝
ジョコビッチ　VS　ツオンガ
第 1 セット
ジョコビッチ ツオンガ
1G S B B O 3 1G R B C H 3
C 1 D 1
D C M 3 C B B 3
D I D ネ 4 C B F E 4
D C B G 4 C F G H E 5
C D B C B B O 7 D C B C B B A 7
2G R C D B C F 5 2G S H G A C F 5
D C 2 C ネ 2
B D C 3 G B ネ 3
B B C 3 G A ネ 3
A I 2 D K 2
D 1 G 1
C O 2 G 1
3G S F B 2 3G R D D 2
A F C 3 A B D M 4
4G R C C 2 4G S D 1
B D ネ 3 F B 2
5G S B C 2 5G R C B ネ 3
F H ネ 3 C C G 3
G C 2 B B 2
10G R G C 2 10G S B K 2
D D 2 G 1
C B H 3 B C M 3
C B D ネ 4 A D E 3
D C 2 C M 2
11G S ネ 1 11G R D 1
A B B F 4 D D F B ネ 5
D D C C B 5 B F C A D ネ 6
H B H C G B D 7 C G B B C A B K 8
B D A J 4 H B D I 4
12G R B ネ 2 12G S C 1
D C 2 A ネ 2
B C 2 B ネ 2
C B C I ネ 5 D G F C 4
B ネ 2 H 1
C B D ネ 4 D A H 3
T S G C C F 4 T R B C D G 4
S D F 2 R F G ネ 3
S G 1 R D M 2
R D C B D C C B D 8 S C C A B C B C ネ 8
S B 1 R B K 2
R D G 2 S F D 2
R B B 2 S C ネ 2
128 128
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ジョコビッチ ツオンガ
A 4 3.1% 10 7.8%
B 31 24.2% 26 20.3%
C 33 25.8% 24 18.8%
D 25 19.5% 69.5% 18 14.1% 53.1%
IN E 0 0.0% 3 2.3%
F 7 5.5% 9 7.0%
G 7 5.5% 12 9.4%
H 4 3.1% 6 4.7%
I 3 2.3% 1 0.8%
J 1 0.8% 0 0.0%
計 115 89.8% 109 85.2%
K 0 0.0% 4 3.1%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 1 0.8% 4 3.1%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 3 2.3% 0 0.0%
ネ 9 7.0% 11 8.6%
計 13 10.2% 19 14.8%
合計 128 100.0% 128 100.0%
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87テニス指導論序説
第 3 セット
ジョコビッチ ツオンガ
1G R I 1 1G S F 1
2G S B G D 3 2G R D A C ネ 4
ネ 1 C 1
H F B 3 B H C 3
3G R D B A G 4 3G S G B D M 4
A E B A C C B C 8 D G D B B C D K 8
A 1 K 1
B 1 K 1
4G S G H 2 4G R B B M 3
C 1 C ネ 2
F 1 B 1
5G R B 1 5G S D 1
G 1 リターンエース 0
C 1 M 1
6G S B D A H 4 6G R D C G C 4
ネ 1 A 1
C B A 3 B D B K 4
B B C 3 B B G ネ 4
7G R B D 2 7G S F C 2
A B J D D 5 D C E B 4
F 1 リターンエース 0
C C A E C 5 G C B E B 5
8G S B ネ 2 8G R A C 2
F C G C C A M 7 C A B F A B A 7
G K 2 D B 2
C 1 G 1
D 1 A C 2
9G R D B C M 4 9G S B B C 3
D E B 3 E B B 3
10G S B G D B B 5 10G R B D B B H 5
B B B C 4 A C C B M 5
11G R H 1 11G S ネ 1
B B A C C 5 C C H D M 5
B B 2 F L 2
12G S H ネ 2 12G R A C 2
リターンエース 0 H 1
C G N 3 D G D 3
Ｈ 1 A G 2
T S B B C D 4 R C B F D A 5
R C 1 S ネ 1
R C B C C C B 6 S B C C D E C 6
S I G C B H 5 R B B B D D 5
S A C B G ネ 5 R C D B C C 5
R C 1 S K 1
S D D B B H B 6 R C D F B C F K 7
R C C 2 S A C 2
S A C B I 4 R C D B E 4
S K 1 R A 1
131 138
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ジョコビッチ ツオンガ
A 12 9.2% 13 9.4%
B 36 27.5% 33 23.9%
C 31 23.7% 30 21.7%
D 13 9.9% 61.1% 21 15.2% 60.9%
IN E 3 2.3% 5 3.6%
F 4 3.1% 7 5.1%
G 10 7.6% 8 5.8%
H 8 6.1% 4 2.9%
I 3 2.3% 0 0.0%
J 1 0.8% 0 0.0%
計 121 92.4% 121 87.7%
K 2 1.5% 6 4.3%
L 0 0.0% 1 0.7%
OUT M 2 1.5% 5 3.6%
N 1 0.8% 0 0.0%
O 0 0.0% 0 0.0%
ネ 5 3.8% 5 3.6%
計 10 7.6% 17 12.3%
合計 131 100.0% 138 100.0%
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89テニス指導論序説
第 4 セット
ジョコビッチ ツオンガ
2G R C 1 2G S M 1
B A A 3 B F ネ 3
F A 2 B K 2
3G S E 1 3G R D B 2
G 1 D ネ 2
B H ネ 3 G C C 3
4G R D C 2 4G S H ネ 2
B B 2 H H 2
5G S B K 2 5G R C D 2
I M 2 C G 2
C B A D 4 B A B C K 5
G B A B B B A 7 C D B D B C B K 8
I 1 G 1
6G R D B M 3 6G S G C 2
C 1 I 1
7G S C 1 7G R C ネ 2
ネ 1 B 1
H 1 C K 2
G B C G B E 6 B F B D D C 6
8G R C M 2 8G S C 1
I G G E 4 B D D G 4
I G 2 C O 2
D 1 B 1
C F 2 B A 2
9G S D B G N 4 9G R C C C B 4
D B D F 4 C C B A K 5
B 1 D ネ 2
64 70
ジョコビッチ ツオンガ
A 6 9.4% 3 4.3%
B 16 25.0% 16 22.9%
C 8 12.5% 18 25.7%
D 7 10.9% 48.4% 10 14.3% 62.9%
IN E 3 4.7% 0 0.0%
F 3 4.7% 2 2.9%
G 8 12.5% 5 7.1%
H 2 3.1% 3 4.3%
I 4 6.3% 1 1.4%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 57 89.1% 58 82.9%
K 1 1.6% 5 7.1%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 3 4.7% 1 1.4%
N 1 1.6% 0 0.0%
O 0 0.0% 1 1.4%
ネ 2 3.1% 5 7.1%
計 7 10.9% 12 17.1%
合計 64 100.0% 70 100.0%
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ジョコビッチ　VS　ツオンガ　総計
ジョコビッチ
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット
A 4 3.1% 12 9.2% 6 9.4%
B 31 24.2% 36 27.5% 16 25.0%
C 33 25.8% 31 23.7% 8 12.5%
D 25 19.5% 69.5% 13 9.9% 61.1% 7 10.9% 48.4%
IN E 0 0.0% 3 2.3% 3 4.7%
F 7 5.5% 4 3.1% 3 4.7%
G 7 5.5% 10 7.6% 8 12.5%
H 4 3.1% 8 6.1% 2 3.1%
I 3 2.3% 3 2.3% 4 6.3%
J 1 0.8% 1 0.8% 0 0.0%
計 115 89.8% 121 92.4% 57 89.1%
K 0 0.0% 2 1.5% 1 1.6%
L 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 1 0.8% 2 1.5% 3 4.7%
N 0 0.0% 1 0.8% 1 1.6%
O 3 2.3% 0 0.0% 0 0.0%
ネ 9 7.0% 5 3.8% 2 3.1%
計 13 10.2% 10 7.6% 7 10.9%
合計 128 100.0% 131 100.0% 64 100.0%
第 4 セット 合計
A 0 0.0% 22 6.8%
B 0 0.0% 83 25.7%
C 0 0.0% 72 22.3%
D 0 0.0% 0.0% 45 13.9% 61.9%
IN E 0 0.0% 6 1.9%
F 0 0.0% 14 4.3%
G 0 0.0% 25 7.7%
H 0 0.0% 14 4.3%
I 0 0.0% 10 3.1%
J 0 0.0% 2 0.6%
計 0 0.0% 293 90.7%
K 0 0.0% 3 0.9%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 0 0.0% 6 1.9%
N 0 0.0% 2 0.6%
O 0 0.0% 3 0.9%
ネ 0 0.0% 16 5.0%
計 0 0.0% 30 9.3%
合計 0 0.0% 323 100.0%
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91テニス指導論序説
ジョコビッチ　VS　ツオンガ　総計
ツオンガ
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット
A 10 7.8% 13 9.4% 3 4.3%
B 26 20.3% 33 23.9% 16 22.9%
C 24 18.8% 30 21.7% 18 25.7%
D 18 14.1% 53.1% 21 15.2% 60.9% 10 14.3% 62.9%
IN E 3 2.3% 5 3.6% 0 0.0%
F 9 7.0% 7 5.1% 2 2.9%
G 12 9.4% 8 5.8% 5 7.1%
H 6 4.7% 4 2.9% 3 4.3%
I 1 0.8% 0 0.0% 1 1.4%
J 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
計 109 85.2% 121 87.7% 58 82.9%
K 4 3.1% 6 4.3% 5 7.1%
L 0 0.0% 1 0.7% 0 0.0%
OUT M 4 3.1% 5 3.6% 1 1.4%
N 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
O 0 0.0% 0 0.0% 1 1.4%
ネ 11 8.6% 5 3.6% 5 7.1%
計 19 14.8% 17 12.3% 12 17.1%
合計 128 100.0% 138 100.0% 70 100.0%
第 4 セット 合計
A 0 0.0% 26 7.7%
B 0 0.0% 75 22.3%
C 0 0.0% 72 21.4%
D 0 0.0% 0.0% 49 14.6% 58.3%
IN E 0 0.0% 8 2.4%
F 0 0.0% 18 5.4%
G 0 0.0% 25 7.4%
H 0 0.0% 13 3.9%
I 0 0.0% 2 0.6%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 0 0.0% 288 85.7%
K 0 0.0% 15 4.5%
L 0 0.0% 1 0.3%
OUT M 0 0.0% 10 3.0%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 0 0.0% 1 0.3%
ネ 0 0.0% 21 6.3%
計 0 0.0% 48 14.3%
合計 0 0.0% 336 100.0%
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2011年　ウインブルドン　男子準決勝
ナダル　VS　マレー
第 1 セット
ナダル マレー
1G R B 1 1G S G 1
D G 2 F 1
2G S D F C G B 5 2G R C C C B D 5
D C 2 B B ネ 3
C B 2 A A N 3
3G R C B C B B F 6 3G S C B D D C 5
D ネ 2 A 1
B G M 3 A G 2
C 1 リターンエース 0
C G B ネ 4 C D B 3
4G S ネ 1 4G R C 1
H B B D G 5 B C D C G ネ 6
B C 2 D C ネ 3
ネ 1 B 1
D B 2 B B O 3
5G R F ネ 2 5G S H 1
D C B ネ 4 G A G 3
11G R C B B F 4 11G S B C A N 4
B B C ネ 4 D B A 3
C B 2 A M 2
I A 2 A O 2
C C B B B ネ 6 B A G D D 5
H B D 3 B A K 3
D O 2 H 1
12G S B K 2 12G R A F 2
K 1 B 1
A A C C G D B M 8 B B B A C F C C 8
ネ 1 D 1
80 74
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93テニス指導論序説
ナダル マレー
A 3 3.8% 13 17.6%
B 24 30.0% 17 23.0%
C 16 20.0% 14 18.9%
D 10 12.5% 62.5% 10 13.5% 55.4%
IN E 0 0.0% 0 0.0%
F 4 5.0% 3 4.1%
G 6 7.5% 6 8.1%
H 2 2.5% 2 2.7%
I 1 1.3% 0 0.0%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 66 82.5% 65 87.8%
K 2 2.5% 1 1.4%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 2 2.5% 1 1.4%
N 0 0.0% 2 2.7%
O 1 1.3% 2 2.7%
ネ 9 11.3% 3 4.1%
計 14 17.5% 9 12.2%
合計 80 100.0% 74 100.0%
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第 2 セット
ナダル マレー
4G S B A D A G ネ 6 4G R C A B B D D 6
C B C D B C 6 C C G C H G F 7
I 1 G K 2
B 1 B ネ 2
A 1 B K 2
5G R D B 2 5G S D M 2
D D B 3 F G B 3
D 1 M 1
D B 2 G K 2
6G S C C D B D 5 6G R C D H D B ネ 6
H G D 3 B C C O 4
D C 2 A A ネ 3
7G R D 1 7G S ネ 1
A B B I O 5 D A A H 4
B C H G 4 A A B ネ 4
C B C 3 C B ネ 3
B G 2 B ネ 2
8G S B D 2 8G R D F F 3
D 1 G 1
G E 2 D H 2
C B B 3 B D B L 4
56 64
ナダル マレー
A 4 7.1% 7 10.9%
B 16 28.6% 12 18.8%
C 10 17.9% 8 12.5%
D 14 25.0% 71.4% 9 14.1% 45.3%
IN E 1 1.8% 0 0.0%
F 0 0.0% 4 6.3%
G 5 8.9% 6 9.4%
H 2 3.6% 4 6.3%
I 2 3.6% 0 0.0%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 54 96.4% 50 78.1%
K 0 0.0% 3 4.7%
L 0 0.0% 1 1.6%
OUT M 0 0.0% 2 3.1%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 1 1.8% 1 1.6%
ネ 1 1.8% 7 10.9%
計 2 3.6% 14 21.9%
合計 56 100.0% 64 100.0%
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95テニス指導論序説
第 3 セット
ナダル マレー
6G S F B K 3 6G R D A G 3
G B 2 D C M 3
7G R C 1 7G S ネ 1
G B G F D 5 C B A D M 5
A 1 G 1
C 1 I 1
C A F 3 C A ネ 3
B G 2 F 1
8G S C G 2 8G R B B M 3
ネットイン 0 E 1
I 1 D M 2
I H 2 A A K 3
I B G 3 B B B ネ 4
26 31
ナダル マレー
A 2 7.7% 5 16.1%
B 5 19.2% 6 19.4%
C 4 15.4% 3 9.7%
D 1 3.8% 38.5% 4 12.9% 41.9%
IN E 0 0.0% 1 3.2%
F 3 11.5% 1 3.2%
G 6 23.1% 2 6.5%
H 1 3.8% 0 0.0%
I 3 11.5% 1 3.2%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 25 96.2% 23 74.2%
K 1 3.8% 1 3.2%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 0 0.0% 4 12.9%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 0 0.0% 0 0.0%
ネ 0 0.0% 3 9.7%
計 1 3.8% 8 25.8%
合計 26 100.0% 31 100.0%
スポーツ紀要5号久保（校了）.indd   95 2012/03/01   14:05:36
96
第 4 セット
ナダル マレー
1G R D 1 1G S ネ 1
B B B C B C 6 B C B B D K 6
B B G B 4 G D H 3
C B B 3 B B ネ 3
8G S D 1 8G R A ネ 2
A B 2 C A M 3
C B C B B B B 7 B B B A B B B K 8
9G R A B D B D 5 9G S D C B C O 5
C M 2 C 1
F B F 3 D B ネ 3
D B 2 H D 2
A 1 M 1
10G S G B B 3 10G R C C F K 4
G C 2 B I 2
B G B B F B H 7 A D G C C H A D 8
G 1 D 1
50 53
ナダル マレー
A 3 6.0% 5 9.4%
B 25 50.0% 14 26.4%
C 7 14.0% 9 17.0%
D 5 10.0% 74.0% 8 15.1% 58.5%
IN E 0 0.0% 0 0.0%
F 3 6.0% 1 1.9%
G 5 10.0% 2 3.8%
H 1 2.0% 3 5.7%
I 0 0.0% 1 1.9%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 49 98.0% 43 81.1%
K 0 0.0% 3 5.7%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 1 2.0% 2 3.8%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 0 0.0% 1 1.9%
ネ 0 0.0% 4 7.5%
計 1 2.0% 10 18.9%
合計 50 100.0% 53 100.0%
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97テニス指導論序説
ナダル　VS　マレー　総計
ナダル
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット
A 3 3.8% 4 7.1% 2 7.7%
B 24 30.0% 16 28.6% 5 19.2%
C 16 20.0% 10 17.9% 4 15.4%
D 10 12.5% 62.5% 14 25.0% 71.4% 1 3.8% 38.5%
IN E 0 0.0% 1 1.8% 0 0.0%
F 4 5.0% 0 0.0% 3 11.5%
G 6 7.5% 5 8.9% 6 23.1%
H 2 2.5% 2 3.6% 1 3.8%
I 1 1.3% 2 3.6% 3 11.5%
J 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
計 66 82.5% 54 96.4% 25 96.2%
K 2 2.5% 0 0.0% 1 3.8%
L 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 2 2.5% 0 0.0% 0 0.0%
N 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
O 1 1.3% 1 1.8% 0 0.0%
ネ 9 11.3% 1 1.8% 0 0.0%
計 14 17.5% 2 3.6% 1 3.8%
合計 80 100.0% 56 100.0% 26 100.0%
第 4 セット 合計
A 3 6.0% 12 5.7%
B 25 50.0% 70 33.0%
C 7 14.0% 37 17.5%
D 5 10.0% 74.0% 30 14.2% 64.6%
IN E 0 0.0% 1 0.5%
F 3 6.0% 10 4.7%
G 5 10.0% 22 10.4%
H 1 2.0% 6 2.8%
I 0 0.0% 6 2.8%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 49 98.0% 194 91.5%
K 0 0.0% 3 1.4%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 1 2.0% 3 1.4%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 0 0.0% 2 0.9%
ネ 0 0.0% 10 4.7%
計 1 2.0% 18 8.5%
合計 50 100.0% 212 100.0%
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ナダル　VS　マレー　総計
マレー
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット
A 13 17.6% 7 10.9% 5 16.1%
B 17 23.0% 12 18.8% 6 19.4%
C 14 18.9% 8 12.5% 3 9.7%
D 10 13.5% 55.4% 9 14.1% 45.3% 4 12.9% 41.9%
IN E 0 0.0% 0 0.0% 1 3.2%
F 3 4.1% 4 6.3% 1 3.2%
G 6 8.1% 6 9.4% 2 6.5%
H 2 2.7% 4 6.3% 0 0.0%
I 0 0.0% 0 0.0% 1 3.2%
J 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
計 65 87.8% 50 78.1% 23 74.2%
K 1 1.4% 3 4.7% 1 3.2%
L 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0%
OUT M 1 1.4% 2 3.1% 4 12.9%
N 2 2.7% 0 0.0% 0 0.0%
O 2 2.7% 1 1.6% 0 0.0%
ネ 3 4.1% 7 10.9% 3 9.7%
計 9 12.2% 14 21.9% 8 25.8%
合計 74 100.0% 64 100.0% 31 100.0%
第4セット 合計
A 5 9.4% 30 13.5%
B 14 26.4% 49 22.1%
C 9 17.0% 34 15.3%
D 8 15.1% 58.5% 31 14.0% 51.4%
IN E 0 0.0% 1 0.5%
F 1 1.9% 9 4.1%
G 2 3.8% 16 7.2%
H 3 5.7% 9 4.1%
I 1 1.9% 2 0.9%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 43 81.1% 181 81.5%
K 3 5.7% 8 3.6%
L 0 0.0% 1 0.5%
OUT M 2 3.8% 9 4.1%
N 0 0.0% 2 0.9%
O 1 1.9% 4 1.8%
ネ 4 7.5% 17 7.7%
計 10 18.9% 41 18.5%
合計 53 100.0% 222 100.0%
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99テニス指導論序説
小沢槙穂選手　VS　久松志保選手
第 1 セット
小沢槙穂選手 久松志保選手
1G S SP 0 1G R ネ 1
SP 0 ネ 1
SP 0 M 1
C A D 3 B C B ネ 4
2G R O 1 2G S SP 0
ネ 1 SP 0
M 1 SP 0
ネ 1 SP 0
3G S SP 0 3G R K 1
D 1 A ネ 2
A F A D B 5 A B A F G 5
DF 0 DF 0
SP 0 O 1
4G R B 1 4G S M 1
I C D 3 G I 2
DF 0 DF 0
A 1 O 1
5G S SP 0 5G R M 1
DF 0 DF 0
SP 0 ネ 1
SP 0 ネ 1
H 1 D 1
6G R K 1 6G S SP 0
ネ 1 SP 0
A C 2 F ネ 2
H H 2 C 1
M 1 SP 0
D B ネ 3 A B 2
7G S SP 0 7G R O 1
DF 0 DF 0
B I 2 D B 2
G 1 A M 2
DF 0 DF 0
B K 2 D B 2
M 1 F 1
C C 2 C D M 3
D 1 H J 2
SP 0 K 1
G B D C 4 D D A A M 5
SP 0 K 1
8G R B G 2 8G S D 1
A 1 ネ 1
C ネ 2 C 1
B B 2 G M 2
ネ 1 SP 0
B A A K 4 C D C 3
A E 2 D 1
G 1 ネ 1
57 59
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小沢槙穂選手 久松志保選手
A 9 15.8% 7 11.9%
B 10 17.5% 6 10.2%
C 7 12.3% 6 10.2%
D 7 12.3% 9 15.3%
IN E 1 1.8% 0 0.0%
F 1 1.8% 3 5.1%
G 4 7.0% 3 5.1%
H 3 5.3% 1 1.7%
I 2 3.5% 1 1.7%
J 0 0.0% 1 1.7%
計 44 77.2% 37 62.7%
K 3 5.3% 3 5.1%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 3 5.3% 7 11.9%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 1 1.8% 3 5.1%
ネ 6 10.5% 9 15.3%
計 13 22.8% 22 37.3%
合計 57 100.0% 59 100.0%
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101テニス指導論序説
第 2 セット
小沢槙穂選手 久松志保選手
1G S DF 0 1G R DF 0
SP 0 K 1
D 1 G 1
B F 2 B D 2
DF 0 DF 0
ネ 1 B 1
A 1 D N 2
SP 0 K 1
2G R C B C 3 2G S A B K 3
G C 2 B ネ 2
K 1 SP 0
DF 0 DF 0
H ネ 2 D 1
C H C K 4 D A H 3
C A 2 B O 2
H H M 3 D D 2
D C B F D 5 A A B B K 5
DF 0 DF 0
3G S SP 0 3G R K 1
C G 2 G D 2
F C F C M 5 D A B A F 5
SP 0 O 1
DF 0 DF 0
G C 2 B K 2
4G R A B C 3 4G S B C K 3
B L 2 B 1
K 1 SP 0
B A C A D B 6 B C C B C K 6
B G 2 C 1
C 1 N 1
5G S B G ネ 3 5G R F C D 3
I 1 F 1
SP 0 K 1
B B A 3 A F G M 4
A B A F C ネ 6 C B C A C C 6
SP 0 SP 0
6G R G K 2 6G S A 1
C C F ネ 4 G H D 3
D C B 3 C B M 3
B 1 K 1
B F C 3 A B ネ 3
B 1 K 1
78 76
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小沢槙穂選手 久松志保選手
A 8 10.3% 10 13.2%
B 16 20.5% 16 21.1%
C 19 24.4% 11 14.5%
D 5 6.4% 10 13.2%
IN E 0 0.0% 0 0.0%
F 7 9.0% 4 5.3%
G 6 7.7% 4 5.3%
H 4 5.1% 2 2.6%
I 1 1.3% 0 0.0%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 66 84.6% 57 75.0%
K 4 5.1% 11 14.5%
L 1 1.3% 0 0.0%
OUT M 2 2.6% 2 2.6%
N 0 0.0% 2 2.6%
O 0 0.0% 2 2.6%
ネ 5 6.4% 2 2.6%
計 12 15.4% 19 25.0%
合計 78 100.0% 76 100.0%
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103テニス指導論序説
小沢槙穂選手　VS　久松志保選手　総計
小沢槙穂選手
第 1 セット 第 2 セット TOTAL
A 9 15.8% A 8 10.3% A 17 12.6%
B 10 17.5% B 16 20.5% B 26 19.3%
C 7 12.3% C 19 24.4% C 26 19.3%
D 7 12.3% D 5 6.4% D 12 8.9%
IN E 1 1.8% E 0 0.0% E 1 0.7%
F 1 1.8% F 7 9.0% F 8 5.9%
G 4 7.0% G 6 7.7% G 10 7.4%
H 3 5.3% H 4 5.1% H 7 5.2%
I 2 3.5% I 1 1.3% I 3 2.2%
J 0 0.0% J 0 0.0% J 0 0.0%
計 44 77.2% 計 66 84.6% 計 110 81.5%
K 3 5.3% K 4 5.1% K 7 5.2%
L 0 0.0% L 1 1.3% L 1 0.7%
OUT M 3 5.3% M 2 2.6% M 5 3.7%
N 0 0.0% N 0 0.0% N 0 0.0%
O 1 1.8% O 0 0.0% O 1 0.7%
ネ 6 10.5% ネ 5 6.4% ネ 11 8.1%
計 13 22.8% 計 12 15.4% 計 25 18.5%
合計 57 100.0% 合計 78 100.0% 合計 135 100.0%
久松志保選手
第 1 セット 第 2 セット TOTAL
A 7 11.9% A 10 13.2% A 17 12.6%
B 6 10.2% B 16 21.1% B 22 16.3%
C 6 10.2% C 11 14.5% C 17 12.6%
D 9 15.3% D 10 13.2% D 19 14.1%
IN E 0 0.0% E 0 0.0% E 0 0.0%
F 3 5.1% F 4 5.3% F 7 5.2%
G 3 5.1% G 4 5.3% G 7 5.2%
H 1 1.7% H 2 2.6% H 3 2.2%
I 1 1.7% I 0 0.0% I 1 0.7%
J 1 1.7% J 0 0.0% J 1 0.7%
計 37 62.7% 計 57 75.0% 計 94 69.6%
K 3 5.1% K 11 14.5% K 14 10.4%
L 0 0.0% L 0 0.0% L 0 0.0%
OUT M 7 11.9% M 2 2.6% M 9 6.7%
N 0 0.0% N 2 2.6% N 2 1.5%
O 3 5.1% O 2 2.6% O 5 3.7%
ネ 9 15.3% ネ 2 2.6% ネ 11 8.1%
計 22 37.3% 計 19 25.0% 計 41 30.4%
合計 59 100.0% 合計 76 100.0% 合計 135 100.0%
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104
小沢槙穂選手　VS　田中真梨選手
第 1 セット
小沢槙穂選手 田中真梨選手
1G R B 1 1G S ネ 1
A I 2 D K 2
G K 2 D 1
C B F F 4 C B C 3
C K 2 C 1
B ネ 2 C 1
ネ 1 SP 0
C L 2 C 1
2G S A B 2 2G R C C ネ 3
DF 0 DF 0
B B 2 C G ネ 3
SP 0 O 1
SP 0 K 1
3G R A C 2 3G S I K 2
ネ 1 SP 0
M 1 SP 0
O 1 SP 0
ネ 1 SP 0
4G S C 1 4G R C K 2
B M 2 F I 2
SP 0 O 1
K 1 B 1
C C B I 4 C B C A ネ 5
DF 0 DF 0
G ネ 2 C D 2
B C 2 B H ネ 3
C G C E D 5 B C C H A ネ 6
B 1 B O 2
5G R C D C K 4 5G S F F I 3
B B B D 4 A A B ネ 4
DF 0 DF 0
D K 2 D C 2
B C 2 C E 2
J 1 K 1
H F D 3 B D 2
C B A K 4 C A C 3
B G H 3 D B 2
C 1 ネ 1
6G S G A C K 4 6G R A H G C 4
SP 0 NT 0
B D C 3 D B D G 4
DF 0 DF 0
C B ネ 3 D C A 3
7G R ネ 1 7G S SP 0
A 1 O 1
C J 2 D 1
M 1 SP 0
DF 0 DF 0
B 1 M 1
スポーツ紀要5号久保（校了）.indd   104 2012/03/01   14:05:41
105テニス指導論序説
小沢槙穂選手 田中真梨選手
A 6 6.3% 9 9.6%
B 21 22.1% 13 13.8%
C 22 23.2% 23 24.5%
D 6 6.3% 10 10.6%
IN E 1 1.1% 1 1.1%
F 4 4.2% 4 4.3%
G 5 5.3% 3 3.2%
H 3 3.2% 3 3.2%
I 2 2.1% 3 3.2%
J 2 2.1% 0 0.0%
計 72 75.8% 69 73.4%
K 7 7.4% 9 9.6%
L 1 1.1% 0 0.0%
OUT M 4 4.2% 1 1.1%
N 1 1.1% 0 0.0%
O 1 1.1% 5 5.3%
ネ 9 9.5% 10 10.6%
計 23 24.2% 25 26.6%
合計 95 100.0% 94 100.0%
小沢槙穂選手 田中真梨選手
8G S SP 0 8G R K 1
SP 0 K 1
C B ネ 3 A B B 3
ネ 1 C 1
N 1 B 1
SP 0 ネ 1
SP 0 K 1
M 1 F 1
H 1 A K 2
SP 0 ネ 1
9G R DF 0 9G S DF 0
C 1 O 1
DF 0 DF 0
C F B 3 C C 2
95 94
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第 2 セット
小沢槙穂選手 田中真梨選手
1G S B A 2 1G R C C K 3
DF 0 DF 0
SP 0 ネ 1
F C O 3 B D B 3
A B 2 C B G 3
RA 0 G 1
2G R A K 2 2G S B 1
A ネ 2 B 1
B 1 K 1
DF 0 DF 0
D 1 K 1
ネ 1 SP 0
ネ 1 SP 0
D 1 ネ 1
B A C 3 A C ネ 3
B F G 3 B D 2
3G S B 1 3G R B M 2
ネ 1 A 1
D 1 B ネ 2
NI 0 NI 0
B B 2 G F ネ 3
SP 0 ネ 1
4G R NT 0 4G S SP 0
DF 0 DF 0
D K 2 C 1
B B C A 4 A A B ネ 4
D F A ネ 4 A B B 3
DF 0 DF 0
NT 0 SP 0
DF 0 DF 0
C O 2 B 1
B K 2 H 1
5G S K 1 5G R H 1
D C C E 4 C C A E 4
SP 0 O 1
C 1 F G 2
F B B A B F 6 A C C B C D ネ 7
B 1 G G 2
C C M 3 A G D 3
A 1 A F 2
6G R H O 2 6G S F 1
F C 2 H F 2
C 1 ネ 1
C 1 ネ 1
B B C G 4 F A A F 4
D K 2 F 1
7G S ネ 1 7G R B 1
A K 2 A C 2
I C 2 B B 2
I C B 3 B A B ネ 4
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107テニス指導論序説
小沢槙穂選手 田中真梨選手
A 13 12.4% 16 15.7%
B 20 19.0% 22 21.6%
C 22 21.0% 18 17.6%
D 10 9.5% 5 4.9%
IN E 1 1.0% 1 1.0%
F 8 7.6% 8 7.8%
G 2 1.9% 7 6.9%
H 3 2.9% 5 4.9%
I 2 1.9% 0 0.0%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 81 77.1% 82 80.4%
K 8 7.6% 4 3.9%
L 1 1.0% 0 0.0%
OUT M 2 1.9% 1 1.0%
N 0 0.0% 1 1.0%
O 4 3.8% 2 2.0%
ネ 9 8.6% 12 11.8%
計 24 22.9% 20 19.6%
合計 105 100.0% 102 100.0%
小沢槙穂選手 田中真梨選手
7G SP 0 7G R N 1
M 1 A 1
B C K 3 D C A 3
O 1 C 1
8G R C 1 8G S B 1
B D K 3 B C 2
NT 0 SP 0
F 1 ネ 1
D 1 O 1
D H A H 4 H B C 3
C ネ 2 C 1
A C C 3 C B K 3
F 1 RA 0
A C ネ 3 A H 2
C ネ 2 C 1
L 1 SP 0
105 102
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第 3 セット
小沢槙穂選手 田中真梨選手
1G S SP 0 1G R ネ 1
A O 2 C C 2
A F 2 B C K 3
DF 0 DF 0
B 1 B K 2
ネ 1 B 1
A A B K 4 B B C C 4
ネ 1 F 1
2Ｇ R H 1 2Ｇ S ネ 1
C C 2 A D 2
DF 0 DF 0
ネ 1 SP 0
C 1 G 1
ネ 1 SP 0
3Ｇ S C 1 3Ｇ R I NI 1
K 1 I 1
RA 0 G 1
F 1 B 1
H B ネ 3 C A A 3
4Ｇ R C B 2 4Ｇ S A F 2
ネ 1 SP 0
B K 2 C 1
NT 0 SP 0
5Ｇ S B O 2 5Ｇ R C C 2
M 1 A 1
D 1 A G 2
ネ 1 C 1
6Ｇ R D 1 6Ｇ S ネ 1
D B C G ネ 5 A B A F 4
K 1 SP 0
C 1 K 1
DF 0 DF 0
D B 2 B K 2
7Ｇ S K 1 7Ｇ R A 1
A F O 3 A D C 3
SP 0 K 1
SP 0 ネ 1
B A 2 A B M 3
ネ 1 D 1
B K 2 A B 2
B G C H A 5 C A G B D 5
SP 0 K 1
O 1 A 1
O 1 F 1
C D 2 A H ネ 3
ネ 1 B 1
C G B H E 5 A I G A F B 6
67 72
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109テニス指導論序説
小沢槙穂選手 田中真梨選手
A 7 10.4% 17 23.6%
B 12 17.9% 13 18.1%
C 10 14.9% 12 16.7%
D 5 7.5% 4 5.6%
IN E 1 1.5% 0 0.0%
F 3 4.5% 5 6.9%
G 3 4.5% 5 6.9%
H 4 6.0% 1 1.4%
I 0 0.0% 3 4.2%
J 0 0.0% 0 0.0%
計 45 67.2% 60 83.3%
K 6 9.0% 6 8.3%
L 0 0.0% 0 0.0%
OUT M 1 1.5% 1 1.4%
N 0 0.0% 0 0.0%
O 5 7.5% 0 0.0%
ネ 10 14.9% 5 6.9%
計 22 32.8% 12 16.7%
合計 67 100.0% 72 100.0%
スポーツ紀要5号久保（校了）.indd   109 2012/03/01   14:05:43
110
小沢槙穂選手　VS　久松志保選手　総計
小沢槙穂選手
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット TOTAL
A 6 6.3% A 13 12.4% A 7 10.4% A 26 9.7%
B 21 22.1% B 20 19.0% B 12 17.9% B 53 19.9%
C 22 23.2% C 22 21.0% C 10 14.9% C 54 20.2%
D 6 6.3% D 10 9.5% D 5 7.5% D 21 7.9%
IN E 1 1.1% E 1 1.0% E 1 1.5% E 3 1.1%
F 4 4.2% F 8 7.6% F 3 4.5% F 15 5.6%
G 5 5.3% G 2 1.9% G 3 4.5% G 10 3.7%
H 3 3.2% H 3 2.9% H 4 6.0% H 10 3.7%
I 2 2.1% I 2 1.9% I 0 0.0% I 4 1.5%
J 2 2.1% J 0 0.0% J 0 0.0% J 2 0.7%
計 72 75.8% 計 81 77.1% 計 45 67.2% 計 198 74.2%
K 7 7.4% K 8 7.6% K 6 9.0% K 21 7.9%
L 1 1.1% L 1 1.0% L 0 0.0% L 2 0.7%
OUT M 4 4.2% M 2 1.9% M 1 1.5% M 7 2.6%
N 1 1.1% N 0 0.0% N 0 0.0% N 1 0.4%
O 1 1.1% O 4 3.8% O 5 7.5% O 10 3.7%
ネ 9 9.5% ネ 9 8.6% ネ 10 14.9% ネ 28 10.5%
計 23 24.2% 計 24 22.9% 計 22 32.8% 計 69 25.8%
合計 95 100.0% 合計 105 100.0% 合計 67 100.0% 合計 267 100.0%
田中真梨選手
第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット TOTAL
A 9 9.6% A 16 15.7% A 17 23.6% A 42 15.7%
B 13 13.8% B 22 21.6% B 13 18.1% B 48 17.9%
C 23 24.5% C 18 17.6% C 12 16.7% C 53 19.8%
D 10 10.6% D 5 4.9% D 4 5.6% D 19 7.1%
IN E 1 1.1% E 1 1.0% E 0 0.0% E 2 0.7%
F 4 4.3% F 8 7.8% F 5 6.9% F 17 6.3%
G 3 3.2% G 7 6.9% G 5 6.9% G 15 5.6%
H 3 3.2% H 5 4.9% H 1 1.4% H 9 3.4%
I 3 3.2% I 0 0.0% I 3 4.2% I 6 2.2%
J 0 0.0% J 0 0.0% J 0 0.0% J 0 0.0%
計 69 73.4% 計 82 80.4% 計 60 83.3% 計 211 78.7%
K 9 9.6% K 4 3.9% K 6 8.3% K 19 7.1%
L 0 0.0% L 0 0.0% L 0 0.0% L 0 0.0%
OUT M 1 1.1% M 1 1.0% M 1 1.4% M 3 1.1%
N 0 0.0% N 1 1.0% N 0 0.0% N 1 0.4%
O 5 5.3% O 2 2.0% O 0 0.0% O 7 2.6%
ネ 10 10.6% ネ 12 11.8% ネ 5 6.9% ネ 27 10.1%
計 25 26.6% 計 20 19.6% 計 12 16.7% 計 57 21.3%
合計 94 100.0% 合計 102 100.0% 合計 72 100.0% 合計 268 100.0%
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111テニス指導論序説
経営形態別テニスプレーヤー人口のピラミッド
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